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は
じ
め
に

気
候
変
動
（
Ｃ
Ｏ

２
排
出
削
減
）
の
影
響
を
受
け
る
形
で

も
問
題
化
し
始
め
た
、食
料
（
価
格
の
急
騰
）
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
石
油
価
格
の
高
騰
）
と
い
っ
た
、
地
球

規
模
、
か
つ
地
域
横
断
的
な
問
題
が
議
題
の
中
心
と
な
ら
ざ

る
を
え
な
い
国
際
情
勢
の
な
か
、
こ
う
し
た
問
題
の
影
響
と

し
わ
寄
せ
を
最
も
受
け
や
す
く
、
こ
う
し
た
問
題
が
人
び
と

の
「
生
存
」
と
い
う
生
物
学
的
な
生
死
に
直
結
す
る
可
能
性

が
最
も
高
い
地
域
の
ひ
と
つ
が
、
ア
フ
リ
カ
で
あ
る
こ
と
は

疑
い
よ
う
が
な
い
。

こ
う
し
た
対
応
の
急
が
れ
る
課
題
が
山
積
す
る
な
か
、

に
取
り
上
げ
ら
れ
、
国
内
の
ア
フ
リ
カ
へ
の
関
心
を
ひ
き
つ

け
る
う
え
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

し
か
し
、
あ
る
種
お
祭
り
ム
ー
ド
で
あ
っ
た
二
〇
〇
八
年

の
第
二
四
半
期
を
過
ぎ
て
、
ア
フ
リ
カ
に
関
す
る
国
内
報
道

は
か
な
り
限
定
的
で
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
「
正
常
化
」
し

て
い
る
が
、
そ
れ
が
ア
フ
リ
カ
に
か
か
わ
る
問
題
の
終
焉
を

意
味
す
る
も
の
で
は
ま
っ
た
く
な
い
こ
と
も
紛
れ
の
な
い
事

実
で
あ
る
。

今
回
の
『
地
域
研
究
』
で
は
、
は
じ
め
て
ア
フ
リ
カ
と
い

う
地
域
に
焦
点
を
あ
て
て
、
内
と
外
と
い
う
観
点
か
ら
ア
フ

リ
カ
の
現
在
を
読
み
出
す
多
角
的
な
作
業
を
行
う
こ
と
に

な
っ
た
。
小
論
は
、
そ
の
濃
密
な
論
文
群
の
前
座
と
し
て
、

こ
こ
に
展
開
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
論
考
へ
の
誘
い
を
お
も
な

目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
際
に
、
内
と
外
か

ら
み
て
ア
フ
リ
カ
を
取
り
巻
く
問
題
群
が
ど
の
よ
う
に
変
遷

し
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
筆
者
が
専
門

と
す
る
政
治
学
の
分
野
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
に
か
か
わ
る
研

究
の
展
開
の
変
化
を
切
り
口
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
に
し
た

い
。

Ⅰ　

三
冊
の『
世
界
政
治
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
』

筆
者
は
八
年
前
に
書
い
た
レ
ヴ
ュ
ー
論
文
の
な
か
で
三
冊

の
『
世
界
政
治
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
』（A

frica in W
orld 

P
olitics

）（H
arbeson and R

othchild 1991; 1995; 
2000

）
を
比
較
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
（
遠
藤 2000

）。
こ

こ
で
は
は
じ
め
に
そ
こ
で
紹
介
し
た
内
容
を
、
部
分
的
に
修

正
し
な
が
ら
用
い
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
の
理
由
は
以
下
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
つ
い
最
近
『
世
界
政
治
に
お
け
る
ア

フ
リ
カ
』
の
第
四
版
が
八
年
の
時
を
経
て
、
さ
ら
に
は
二
一

世
紀
に
な
っ
て
は
じ
め
て
上
梓
さ
れ
、
そ
こ
に
は
三
版
ま
で

に
は
想
定
で
き
ず
、
ま
た
本
特
集
の
な
か
で
も
扱
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
内
と
外
か
ら
み
た
ア
フ
リ
カ
に
か
か
わ
る
興
味
深

い
問
題
群
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（H

arbeson and 
Rothchild 2008

）＊
＊

。

初
版
か
ら
第
三
版
ま
で
は
、
お
も
に
ア
メ
リ
カ
の
ア
フ
リ

カ
研
究
者
の
手
に
よ
る
一
四
な
い
し
、
一
五
編
か
ら
な
る
論

文
集
で
あ
り
、
一
九
九
一
年
以
降
一
〇
年
の
間
に
二
回
の
改

訂
を
経
て
二
〇
〇
〇
年
に
第
三
版
が
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
な

か
に
は
初
版
以
来
三
回
に
わ
た
っ
て
加
筆
修
正
さ
れ
な
が
ら

収
録
さ
れ
た
論
文
が
あ
る
一
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
改
訂
の
際

 
総
特
集 

ア
フ
リ
カ
―
―〈
希
望
の
大
陸
〉の
ゆ
く
え

﹇
総
特
集
に
あ
た
っ
て
﹈

内
と
外
か
ら
み
た
ア
フ
リ
カ
と
ア
フ
リ
カ
研
究
の
現
在 

遠
藤
貢

二
〇
〇
八
年
五
月
二
八
日
か
ら
三
〇
日
の
横
浜
で
の
第
四
回

ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅳ
）
と
、
そ
し
て
七
月

七
日
か
ら
九
日
の
北
海
道･

洞
爺
湖
で
の
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
が

日
本
で
同
時
開
催
さ
れ
た
。
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
空
前
絶
後

の
こ
の
外
交
の
場
で
「
ア
フ
リ
カ
問
題
」
が
主
要
な
議
題
と

し
て
扱
わ
れ
た
こ
と
は
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
。
こ
れ
に
加

え
、
と
く
に
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅳ
の
折
に
は
横
浜
を
中
心
に
空
前

の
規
模
で
ア
フ
リ
カ
に
か
か
わ
る
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
た
。
さ
ら
に
Ｕ
２
の
ボ
ノ
や
セ
ネ
ガ
ル
の
ユ
ッ
ス
ー
ン

ド
ー
ル
、
さ
ら
に
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
Ｊ
・
サ
ッ
ク
ス
な

ど
著
名
人
の
来
日
も
あ
り
、
ア
フ
リ
カ
に
関
す
る
国
内
メ

デ
ィ
ア
の
関
心
は
き
わ
め
て
高
く
、
一
部
の
新
聞
で
は
外
部

編
集
者
を
招
く
形
で
一
〇
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
特
集
を
組
む
な

ど
、
き
わ
め
て
異
例
と
も
い
え
る
形
で
ア
フ
リ
カ
が
集
中
的
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に
論
文
の
大
幅
な
入
れ
替
え
が
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
編
集

者
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
の
ハ
ー
ブ
ソ
ン
（John 

W
. H

arbeson

）
と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
デ
ー
ビ
ス
校
の

ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
（D

onald Rothchild

）
が
執
筆
し
て
い

る
巻
頭
論
文
の
な
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
改
訂
時
期
に
お
け
る

問
題
関
心
と
編
集
方
針
を
あ
る
程
度
明
確
化
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
三
冊
の
著
作
を
比
較
検
討
す
る
作
業
を
通

じ
て
、
お
も
に
ア
メ
リ
カ
の
ア
フ
リ
カ
研
究
に
お
け
る
国
際

政
治
の
な
か
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
の
位
置
付
け
と
、
そ
の
主

要
な
問
題
関
心
と
そ
の
変
容
が
明
ら
か
に
で
き
る
と
考
え
ら

れ
る
。１　

全
体
構
成
の
比
較

ま
ず
、
初
版
か
ら
第
三
版
ま
で
の
全
体
構
成
を
俯
瞰
し
て

お
こ
う
。
初
版
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
１
章　

ポ
ス
ト
冷
戦
期
の
国
際
政
治
に
お
け
る
ア
フ

リ
カ
―
―
変
化
す
る
ア
ジ
ェ
ン
ダ

第
一
部　

ア
フ
リ
カ
国
際
関
係
の
規
定
要
因

第
２
章　

植
民
地
主
義
の
遺
制
（
ク
ラ
フ
ォ
ー
ド
・
ヤ

ン
グ
）

第
３
章　

ア
フ
リ
カ
と
世
界
経
済
（
ト
ー
マ
ス
・
カ
ラ

ヒ
ー
）

第
４
章　

ア
フ
リ
カ
と
他
の
文
明（
ア
リ
・
マ
ズ
ル
イ
）

第
二
部　

現
代
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
国
際
紛
争
地
域

第
５
章　

南
部
ア
フ
リ
カ
―
―
長
引
く
革
命
（
ケ
ネ

ス
・
グ
ル
ン
デ
ィ
）

第
６
章　

ア
フ
リ
カ
の
角
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
を
め
ぐ
る
国
際
政
治
（
ジ
ョ
ン
・

ハ
ー
ブ
ソ
ン
）

第
７
章　

リ
ビ
ア
の
冒
険
主
義
（A

dventurism

）（
ル

ネ
・
ル
マ
ル
シ
ャ
ン
）

第
三
部　

ア
フ
リ
カ
と
諸
国
家
（pow

ers

）

第
８
章　

合
衆
国
と
ア
フ
リ
カ
―
―
将
来
に
向
け
て
の

争
点
（
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
バ
ー
ブ
ス
ト
）

第
９
章　

ア
フ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
―
―
「
特
別
な
関

係
」
の
希
薄
化
（
ジ
ョ
ン
・
レ
イ
ベ
ン
ヒ
ル
）

第
10
章　

ア
フ
リ
カ
と
中
東
―
―
収
束
と
分
散
の
様
式

（
ナ
オ
ミ
・
ハ
ザ
ン
、ビ
ク
タ
ー・
レ
ヴ
ァ
イ
ン
）

第
11
章　

ソ
連
と
ア
フ
リ
カ（
マ
リ
ー
ナ・
オ
ッ
タ
ウ
ェ
イ
）

第
四
部　

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
国
家
間
紛
争
の
管
理

第
12
章　

ラ
ゴ
ス
・
ス
リ
ー
―
―
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ

リ
カ
に
お
け
る
経
済
に
お
け
る
地
域
主
義

（
キ
ャ
ロ
ル
・
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
）

第
13
章　

ア
フ
リ
カ
国
家
間
交
渉（
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ザ
ー

ト
マ
ン
）

第
14
章　

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
地
域
的
平
和
構
築
―
―

促
進
者
（Facilitators

）
と
し
て
の
大
国
の

役
割
（
ド
ナ
ル
ド
・
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
）

第
15
章　

大
国
と
南
部
ア
フ
リ
カ
―
―
対
立
か
、
協
力

か
（
ヴ
ィ
タ
レ
ー
・
ヴ
ァ
シ
ル
コ
フ
）

ま
た
、
第
二
版
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
本
版
で
は
副
題

と
し
て
「
冷
戦
後
の
挑
戦
」が
新
た
に
付
さ
れ
て
い
る（
な
お
、

新
た
に
収
録
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
タ
イ
ト
ル
を
変
更
し
て
書
き

直
さ
れ
て
い
る
論
文
に
関
し
て
は
太
字
で
示
し
て
い
る
）。

第
一
部　

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

第
１
章　

世
界
政
治
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
―
―
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
と
深
ま
る
危
機
の
は
ざ
ま
で

第
二
部　

ア
フ
リ
カ
の
再
周
辺
化
の
諸
パ
ラ
メ
ー
タ

第
２
章　

植
民
地
主
義
の
遺
制
（
ク
ラ
フ
ォ
ー
ド
・
ヤ

ン
グ
）

第
３
章　

ア
フ
リ
カ
と
世
界
経
済
（
ト
ー
マ
ス
・
カ
ラ

ヒ
ー
）

第
４
章　

ア
フ
リ
カ
と
他
の
文
明（
ア
リ
・
マ
ズ
ル
イ
）

第
５
章　

不
履
行
の
な
か
の
従
属
―
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連

合
と
ア
フ
リ
カ
の
関
係
（
ジ
ョ
ン
・
レ
イ
ベ

ン
ヒ
ル
）

第
三
部　

ア
フ
リ
カ
国
際
関
係
に
お
け
る
地
域
的
な
舞
台

第
６
章　

ア
フ
リ
カ
の
角
に
お
け
る
冷
戦
後
の
政
治
―
―

強
ま
る
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
追

求
（
ジ
ョ
ン
・
ハ
ー
ブ
ソ
ン
）

第
７
章　

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
後
の
南
ア
フ
リ
カ
と
南
部

ア
フ
リ
カ
（
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
バ
ー
ブ
ス
ト
）

第
８
章　

フ
ラ
ン
ス
・
ア
フ
リ
カ
関
係
の
な
か
に
お
け

る
仏
語
圏
ア
フ
リ
カ
諸
国
（
ガ
イ
・
マ
ー

テ
ィ
ン
）

第
９
章　

ラ
ゴ
ス
・
ス
リ
ー
―
―
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ

リ
カ
に
お
け
る
経
済
に
お
け
る
地
域
主
義

（
キ
ャ
ロ
ル
・
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
）

第
四
部　

主
要
争
点

第
10
章　

合
衆
国
と
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
紛
争
管
理

（
ド
ナ
ル
ド
・
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
）

第
11
章　

ア
フ
リ
カ
国
家
間
交
渉
（
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ザ
ー
ト
マ
ン
）

第
12
章　

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
民
主
主
義
の
促
進
―
―

以
降
期
の
ア
メ
リ
カ
と
国
際
社
会
の
政
策

（
ラ
リ
ー
・
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
）

第
13
章　

政
治
的
・
軍
事
的
安
全
保
障
（
ハ
ー
マ
ン
・

コ
ー
エ
ン
）
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第
14
章　

主
権
と
責
任
の
和
解
へ
向
け
て
―
―
国
際
的

人
道
活
動
の
基
礎
（
フ
ラ
ン
シ
ス
・
デ
ン
）

第
三
版
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
版
の
副
題

は
「
激
動
期
に
あ
る
ア
フ
リ
カ
国
家
シ
ス
テ
ム
」
と
な
っ
て

い
る
（
な
お
、
新
た
に
収
録
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
タ
イ
ト
ル

を
変
更
し
て
書
き
直
さ
れ
て
い
る
論
文
に
関
し
て
は
太
字
で

示
し
て
い
る
）。

第
一
部　

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

第
１
章　

ア
フ
リ
カ
国
家
と
激
動
期
の
ア
フ
リ
カ
国
家

シ
ス
テ
ム

第
二
部　

歴
史
的
パ
ラ
メ
ー
タ

第
２
章　

植
民
地
主
義
の
遺
制
（
ク
ラ
フ
ォ
ー
ド
・
ヤ

ン
グ
）

第
３
章　

ア
フ
リ
カ
と
世
界
経
済
（
ト
ー
マ
ス
・
カ
ラ

ヒ
ー
）

第
４
章　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
―
―
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム

を
超
え
て
？（
ギ
ル
バー
ト
・
カ
デ
ィ
ア
ガ
ラ
）

第
５
章　

ア
フ
リ
カ
と
他
の
文
明（
ア
リ
・
マ
ズ
ル
イ
）

第
三
部　

紛
争
管
理
と
ア
フ
リ
カ
国
家

第
６
章　

ア
フ
リ
カ
国
家
間
交
渉
と
国
家
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
（
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ザ
ー
ト
マ
ン
）

第
７
章　

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
内
戦
解
決
に
対
す
る
合

衆
国
の
非
関
与
の
影
響
（
ド
ナ
ル
ド
・
ロ
ス

チ
ャ
イ
ル
ド
）

第
８
章　

Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｇ
か
ら
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｇ
Ⅱ
―
―

シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
へ
の
介
入
（
ロ
バ
ー
ト
・

モ
ー
テ
ィ
メ
ー
ル
）

第
９
章　

世
界
情
勢
の
中
の
ア
フ
リ
カ
（
キ
ャ
ロ
ル
・

ラ
ン
カ
ス
タ
ー
）

第
10
章　

外
部
支
援
を
受
け
る
民
主
化
―
―
理
論
的
問

題
群
と
ア
フ
リ
カ
の
現
実
（
ジ
ョ
ン
・
ハ
ー

ブ
ソ
ン
）

第
四
部　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
変
容
す
る
国
家
シ
ス
テ
ム

第
11
章　

ア
フ
リ
カ
と
世
界
経
済
―
―
周
縁
化
の
持
続

か
、
新
た
な
る
関
与
（re-engagem

ent

）

か
（
ニ
コ
ラ
ス
・
フ
ァ
ン
デ
ワ
ー
ル
）

第
12
章　

ア
フ
リ
カ
の
弱
い
国
家
、
非
国
家
主
体
、
国

家
間
関
係
の
私
物
化（
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
レ
ノ
）

第
13
章　

西
側
、そ
し
て
ア
フ
リ
カ
の
平
和
維
持
軍
―
―

動
機
と
機
会（
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
バ
ー
ブ
ス
ト
）

第
14
章　

大
湖
地
域
の
危
機（
ル
ネ
・
ル
マ
ル
シ
ャ
ン
）

第
15
章　

主
権
と
責
任
の
和
解
へ
向
け
て
―
―
国
際
的

人
道
活
動
の
基
礎
（
フ
ラ
ン
シ
ス
・
デ
ン
）

以
上
が
初
版
か
ら
三
版
ま
で
の
構
成
と
収
録
論
文
の
タ
イ

ト
ル
で
あ
る
が
、
つ
ぎ
に
こ
う
し
た
構
成
の
変
化
、
と
り
わ

け
編
集
者
が
執
筆
し
て
い
る
巻
頭
論
文
に
、
一
九
九
〇
年
代

の
ど
の
よ
う
な
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
状
況
、
さ
ら
に
そ
れ
に

対
す
る
認
識
の
変
化
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。

初
版
か
ら
第
三
版
ま
で
の
構
成
を
比
較
し
て
み
る
と
、

一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
を
め
ぐ
る
問
題
の
所
在

が
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
看
守
で
き
る
。
初
版
で

は
、ア
フ
リ
カ
と
他
の
主
要
国
、あ
る
い
は
地
域
と
の
関
係
、

さ
ら
に
は
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
地
域
的
な
課
題
が
、
網
羅
的

に
扱
わ
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。第
二
版（
一
九
九
五
年
）

で
は
、
約
半
数
の
七
本
の
論
文
が
入
れ
替
え
ら
れ
て
お
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
フ
リ
カ
の
関
係
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
終
焉

に
と
も
な
う
南
部
ア
フ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
の
対
ア
フ
リ
カ
政

策
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
紛
争
・
安
全
保
障
と
そ
の
問
題
へ

の
外
部
勢
力
の
関
与
の
あ
り
方
（
人
道
的
介
入
を
含
む
）
が
、

新
た
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は

重
要
な
課
題
に
焦
点
を
あ
て
る
方
針
へ
の
変
化
が
み
ら
れ

る
。
こ
の
変
化
の
背
景
と
し
て
は
、
一
九
九
四
年
と
い
う
年

に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
年
の
一
月
に
は
フ
ラ
ン

圏
首
脳
会
議
に
お
い
て
、
Ｃ
Ｆ
Ａ
フ
ラ
ン
の
対
フ
ラ
ン
ス
・

フ
ラ
ン
平
価
の
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
切
り
下
げ
が
決
定
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
四
月
に
は
南
ア
で
史
上
初
の
全
人
種
参
加
の

国
政
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
一
方
で
、
ル
ワ
ン
ダ
で
は
被
害
者

の
合
計
が
八
〇
万
人
と
も
い
わ
れ
る
大
虐
殺
が
同
じ
四
月
に

始
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
期
に
大
量
の
ル
ワ
ン
ダ

難
民
が
隣
国
ザ
イ
ー
ル
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
流
出
し
た
。
こ
れ

を
受
け
て
国
際
社
会
の
対
応
の
あ
り
方
、
と
く
に
平
和
維
持

活
動
を
め
ぐ
る
問
題
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
第
三
版
（
二
〇
〇
〇
年
）
で
は
、
一
五
本
の
論
文

の
う
ち
一
一
本
ま
で
が
新
た
な
論
文
で
あ
る
。
と
く
に
、
紛

争
管
理
と
ア
フ
リ
カ
の
国
家
の
問
題
が
第
二
版
の
争
点
の
一

部
か
ら
格
上
げ
さ
れ
、
新
た
に
パ
ー
ト
と
し
て
導
入
さ
れ
、

そ
の
す
べ
て
の
論
文
が
新
た
に
収
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
点

に
は
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う＊

＊

。
第
六
章
か
ら
第
八
章
ま
で

の
三
本
の
論
文
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
ア
フ
リ

カ
に
お
け
る
内
戦
の
多
発
と
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
ア
メ
リ

カ
の
非
関
与
、
地
域
機
構
の
役
割
な
ど
を
検
証
し
て
い
る
。

ま
た
、
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
（Carol Lancaster

）
の
論
文
は
援

助
の
効
率
性
と
効
果
、
ハ
ー
ブ
ソ
ン
の
論
文
は
一
九
九
〇
年

代
の
「
外
か
ら
」
の
民
主
化
圧
力
の
功
罪
を
取
り
上
げ
て
い

る
。
い
ず
れ
も
、
こ
れ
ま
で
の
ア
フ
リ
カ
へ
の
関
与
の
あ
り

方
を
再
考
す
る
試
み
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
第
四
部
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
ア
フ
リ
カ
国
家
を

テ
ー
マ
と
し
て
新
た
に
四
本
の
論
文
を
収
録
し
て
い
る
。
と
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く
に
、
ル
ワ
ン
ダ
、
ブ
ル
ン
ジ
、
旧
ザ
イ
ー
ル
（
コ
ン
ゴ
民

主
共
和
国
）
と
い
っ
た
大
湖
地
域
に
お
け
る
危
機
と
国
際
社

会
の
関
与
の
あ
り
方
、
さ
ら
に
は
レ
ノ
（W

illiam
 Reno

）

の
論
文
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
西
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
内
戦

の
分
析
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
近
年
の
ア
フ
リ
カ

政
治
研
究
の
成
果
が
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
論
文
の
出
入
り
の
激
し
い
な
か
に
あ
っ

て
、
初
版
か
ら
第
三
版
ま
で
す
べ
て
の
版
で
収
録
さ
れ
て

い
る
論
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
部
分
的
な
改
訂
を
加
え
る
形
で

収
録
さ
れ
て
き
た
植
民
地
主
義
の
影
響
を
論
じ
た
ヤ
ン
グ

（Craw
ford Y

oung

）
の
論
文
と
、カ
ラ
ヒ
ー
（T

hom
as M

. 
Callaghy

） 

に
よ
る
「
ア
フ
リ
カ
と
世
界
経
済
」
に
関
す
る

論
文
、
そ
し
て
「
ア
フ
リ
カ
と
他
の
文
明
」
に
関
す
る
マ
ズ

ル
イ
（A

li A
. M

azrui

）
の
論
文
、
ど
れ
も
ア
フ
リ
カ
の
歴

史
に
関
わ
っ
て
い
る
三
本
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
こ

れ
ら
の
論
文
が
国
際
社
会
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
を
考
え
る
う

え
で
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
す
論
文
で
あ
る
こ
と
を
示
す

と
同
時
に
、
ア
フ
リ
カ
に
と
っ
て
一
九
九
〇
年
代
が
い
か
に

激
動
の
時
代
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
示
し
て
い

る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

２　

巻
頭
論
文
の
比
較

つ
ぎ
に
、
初
版
か
ら
第
三
版
ま
で
の
、
編
集
者
の
手
に
よ

る
巻
頭
論
文
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、「
世
界
政
治
に
お

け
る
ア
フ
リ
カ
」
に
関
す
る
視
点
の
変
遷
を
た
ど
っ
て
お
こ

う
。
巻
頭
論
文
と
は
い
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
版
を
構
成
す
る
論

文
群
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
た
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
の

で
、
各
版
に
お
け
る
議
論
を
集
約
し
て
い
る
論
文
と
い
う
位

置
付
け
に
も
な
っ
て
い
る
。

初
版
の
巻
頭
論
文
に
お
け
る
鍵
に
な
る
概
念
は
、

周
縁
化
（m

arginalization

）、
あ
る
い
は
周
辺
化

（peripheralization

）
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
む
ろ
ん
こ

こ
で
の
こ
れ
ら
の
概
念
は
従
属
論
、
あ
る
い
は
世
界
シ
ス
テ

ム
論
に
お
け
る
「
周
辺
」
概
念
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
こ

で
の
周
辺
化
概
念
は
、
欧
米
諸
国
が
途
上
地
域
に
対
し
て
、

「
表
に
は
出
な
い
形
の
支
配
」（hidden control

）
は
維
持

し
な
が
ら
も
、
と
く
に
二
国
間
経
済
関
係
を
大
幅
に
減
ら

し
、
相
対
的
に
ア
フ
リ
カ
と
の
商
取
引
関
係
を
減
ら
し
て
い

く
現
象
（H

arbeson and Rothchild 1991: 11

）
を
指
し

て
い
る
。
ま
た
、
冷
戦
の
終
焉
に
よ
っ
て
戦
略
的
重
要
性
を

減
じ
た
ア
フ
リ
カ
を
め
ぐ
っ
て
ど
の
よ
う
な
外
交
課
題
が
あ

り
、
ま
た
新
た
な
国
際
秩
序
形
成
の
過
程
に
お
い
て
ど
の
よ

う
な
新
し
い
争
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
力
点
が

お
か
れ
て
い
る
。
と
く
に
こ
こ
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
ま
で

に
、
欧
米
と
ア
フ
リ
カ
と
の
経
済
関
係
が
実
体
の
レ
ベ
ル

に
お
い
て
は
大
幅
に
減
少
（disengage

）
し
て
い
る
一
方

で
、
構
造
調
整
に
代
表
さ
れ
る
国
内
の
経
済
改
革
、
さ
ら
に

国
内
の
政
治
改
革
を
求
め
る
バ
イ
の
ド
ナ
ー
、
そ
し
て
と
り

わ
け
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、
世
銀
等
マ
ル
チ
の
ド
ナ
ー
の
圧
力
が
強
ま
っ

て
い
る
状
況
の
変
化
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
二
国
間

レ
ベ
ル
で
の
関
係
の
後
退
（bilateral disengagem
ent

）

と
多
国
間
の
国
際
組
織
に
よ
る
関
与
の
増
大
（m
ultilateral 

engagem
ent

）
と
い
う
傾
向
が
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭
ま

で
に
顕
在
化
し
て
き
て
い
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
こ
う
し

た
文
脈
の
な
か
で
、
次
の
四
点
を
検
討
課
題
と
し
て
指
摘
し

て
い
る
。
第
一
に
国
際
体
系
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
国
家
、
第

二
に
構
造
調
整
の
評
価
と
ア
フ
リ
カ
経
済
の
展
望
、
第
三
に

新
た
な
国
際
環
境
の
な
か
に
お
け
る
人
権
、エ
イ
ズ
、麻
薬
、

環
境
と
い
っ
た
社
会
的
、
人
道
的
課
題
、
第
四
に
欧
米
の
追

随
で
は
な
い
、
ア
フ
リ
カ
独
自
の
文
化
に
根
ざ
し
た
開
発
、

政
体
の
実
現
可
能
性
の
展
望
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

段
階
で
は
、
ア
フ
リ
カ
の
周
辺
化
を
そ
れ
だ
け
で
否
定
的
に

評
価
し
よ
う
と
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
新
た
な
政
治
経
済
的

な
展
開
の
転
機
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る
好
機
と
し
て
と

ら
え
よ
う
と
す
る
将
来
展
望
を
も
含
ん
で
い
た
。

第
二
版
で
は
、
基
本
的
な
構
成
は
初
版
と
変
わ
っ
て

い
な
い
が
、
焦
点
は
経
済
か
ら
政
治
に
シ
フ
ト
し
て
い

る
。
と
く
に
一
九
九
〇
年
代
初
期
以
降
出
て
き
た
援
助
に

お
け
る
政
治
的
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー
（political 

conditionality

）
の
問
題
を
構
造
調
整
と
の
比
較
の
な
か
に

と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
政
治
的

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー
、
政
治
改
革
、
民
主
化
が
、
第

二
版
の
中
心
的
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
そ

し
て
、
構
造
調
整
と
政
治
的
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と

い
う
経
済
と
政
治
の
両
方
の
改
革
へ
の
圧
力
が
も
つ
矛
盾
と

問
題
を
示
す
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
両
者
の
相
違
と
し
て

あ
げ
て
い
る
の
は
、
た
と
え
ば
、
構
造
調
整
が
ア
フ
リ
カ
経

済
と
国
際
経
済
を
よ
り
強
く
結
び
つ
け
る
方
向
へ
の
改
革
を

指
向
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
政
治
的
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ

テ
ィ
ー
は
そ
れ
自
体
直
接
的
に
は
国
際
社
会
と
の
関
係
を
強

め
る
目
的
が
な
か
っ
た
、
先
進
諸
国
が
ア
フ
リ
カ
へ
発
し
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
か
な
り
重
層
的
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
（H

arbeson and Rothchild 1995: 11

）。こ
の
結
果
、

ア
フ
リ
カ
諸
国
は
経
済
、
政
治
の
両
方
の
課
題
を
同
時
に
解

決
す
る
必
要
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
編
者
は
こ
う
し

た
外
の
対
応
は
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
問
題
を
複
雑
化
し
、
か

え
っ
て
逆
効
果
で
あ
っ
た
こ
と
が
一
九
九
〇
年
代
前
半
に
お

け
る
民
主
化
の
失
敗
の
事
例
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
と
し
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て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
ド
ナ
ー
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、「
目
的

と
し
て
の
民
主
化
は
じ
め
に
あ
り
き
」
と
い
う
前
提
に
立
っ

て
お
り
、
今
後
ア
フ
リ
カ
の
国
家
を
危
機
に
直
面
さ
せ
る

可
能
性
を
秘
め
る
と
し
て
、
批
判
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
ポ
ス
ト
冷
戦
期
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
の
課
題

と
し
て
は
、
外
か
ら
押
し
付
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
ア
フ

リ
カ
が
主
体
的
に
自
ら
の
将
来
を
構
想
す
る
こ
と
に
あ
る
と

い
う
見
解
を
述
べ
て
結
ん
で
い
る
。
第
二
版
で
は
、
周
縁
化

と
い
う
国
際
社
会
の
な
か
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
の
位
置
付
け

の
変
化
か
ら
、
そ
の
も
と
で
の
国
際
社
会
の
対
応
が
も
た
ら

す
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
お
け
る
問
題
群
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
初
版
で
は
先
行
き
に
一
定
の
明
る
さ
を
み

て
い
た
の
に
比
べ
、
民
主
化
が
必
ず
し
も
成
功
し
な
い
な
ど

の
経
験
的
な
材
料
を
も
と
に
、
や
や
悲
観
的
な
将
来
展
望
を

行
っ
て
い
る
。

第
三
版
で
は
、
構
成
が
大
き
く
変
更
さ
れ
た
だ
け
で
な

く
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
の
ア
フ
リ
カ
大
陸
で
の
状
況
を
反

映
し
、
激
動
し
、
崩
壊
の
淵
に
も
あ
る
ア
フ
リ
カ
の
個
別
の

国
家
と
、
そ
れ
ら
の
国
家
群
か
ら
な
る
国
家
シ
ス
テ
ム
に
焦

点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
ポ
ス
ト
冷
戦
期
の
ア
フ

リ
カ
に
お
い
て
は
個
別
の
国
家
の
弱
さ
と
国
家
シ
ス
テ
ム
の

脆
弱
性
が
相
互
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
あ
っ
て
、
今
日
に
い
た

る
ア
フ
リ
カ
の
内
戦
と
そ
の
拡
大
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
す
る

見
解
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
状
は
、
と
く
に
初
版
に

お
い
て
示
さ
れ
て
い
た
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
政
治
経
済
的

な
「
ル
ネ
サ
ン
ス
」
が
消
滅
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
と
い
う
悲
観
論
を
、
さ
ら
に
強
め
る
論
調
に
な
っ
て
い
る

（H
arbeson and Rothchild 2000: 6

）＊
＊

。

ひ
と
つ
の
重
要
な
論
点
と
し
て
、
民
主
化
と
（
お
も
に
統

治
装
置
と
し
て
の
）
国
家
の
強
化
と
い
う
二
つ
の
課
題
間
の

関
係
を
問
題
と
し
て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
民
主
化
は
そ

れ
自
体
が
ひ
と
つ
の
目
標
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
そ
れ
で
は

民
主
化
は
国
家
を
強
化
す
る
う
え
で
ど
の
よ
う
な
道
具
的
・

機
能
的
な
（instrum

ental

）
重
要
性
を
有
し
て
い
る
の
か

と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
以
下
の
具
体
的

な
事
例
を
示
し
な
が
ら
、
比
較
し
て
い
る
。
南
部
ア
フ
リ
カ

の
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
ナ
ミ
ビ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ
な
ど
、
交
渉

と
協
定
に
も
と
づ
い
た
民
主
化
の
推
進
が
行
わ
れ
た
国
の
場

合
に
は
、
民
主
化
と
国
家
機
能
の
回
復
が
深
く
関
係
す
る
形

で
展
開
し
て
い
る
と
い
う
事
例
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

エ
チ
オ
ピ
ア
と
エ
リ
ト
リ
ア
の
事
例
は
、
協
定
締
結
が
成
功

し
な
い
場
合
に
は
民
主
化
、
国
家
再
建
双
方
の
課
題
に
お
い

て
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
出
る
ば
か
り
で
な
く
、
エ
チ
オ
ピ

ア
、
エ
リ
ト
リ
ア
、
ソ
マ
リ
ア
な
ど
を
含
む
「
ア
フ
リ
カ
の

角
」（H

orn of A
frica

）
と
い
わ
れ
る
地
域
全
体
の
国
家
間

関
係
（
こ
こ
で
は
国
家
シ
ス
テ
ム
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
）

に
ま
で
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
国
家
シ
ス
テ

ム
に
関
し
て
は
、
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
（
Ｏ
Ａ
Ｕ
）
で
約
さ

れ
て
い
る
、
メ
ン
バ
ー
国
の
国
家
主
権
と
領
土
的
一
体
性
の

尊
重
、
内
政
不
干
渉
等
の
規
範
・
原
則
に
も
と
る
軍
事
行
動

が
、
と
く
に
、「
ア
フ
リ
カ
の
角
」、
大
湖
地
域
、
西
ア
フ
リ

カ
で
し
ば
し
ば
生
じ
て
い
る
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
軍
事
介
入
に
よ
っ
て
弱
体
化
す
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
家
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
と
り
あ
え
ず
の
ア
フ

リ
カ
の
秩
序
を
維
持
す
る
う
え
で
の
主
権
、
内
政
不
干
渉
と

い
っ
た
規
範
に
も
と
づ
い
た
国
家
シ
ス
テ
ム
で
も
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
国
家
の
脆
弱
性
そ
の
も
の
が
国
家
シ
ス
テ
ム
の
弱

体
化
に
も
波
及
す
る
ア
フ
リ
カ
の
現
状
へ
の
強
い
懸
念
が
、

こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
。

３　

三
冊
の『
世
界
政
治
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
』

　
　

に
み
ら
れ
る
諸
論
点

以
上
の
各
版
の
構
成
、
巻
頭
論
文
に
お
け
る
議
論
に
は
、

一
九
九
〇
年
代
前
半
か
ら
一
九
九
〇
年
代
末
に
か
け
て
の
ア

フ
リ
カ
に
お
け
る
状
況
と
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
、
さ
ら
に
こ
う
し
た
変
化
を
ど
う
認
識
し
よ
う
と
す
る
の

か
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
ア
フ
リ
カ
政
治
研
究
者
の
関
心
が
か

な
り
反
映
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
初

版
の
段
階
で
は
、
周
縁
化
、
あ
る
い
は
周
辺
化
と
い
う
、
冷

戦
後
の
国
際
社
会
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
の
位
置
付
け
と
そ
の

両
義
的
な
意
味
あ
い
に
関
す
る
議
論
が
中
心
で
あ
っ
た
の
に

対
し
、
第
二
版
で
は
と
く
に
、
国
際
社
会
の
ア
フ
リ
カ
へ
の

関
与
の
あ
り
方
を
政
治
的
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー
、
民

主
化
に
み
て
、
こ
う
し
た
関
与
の
も
つ
問
題
性
を
明
ら
か
に

し
よ
う
と
す
る
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
第
三
版

に
お
い
て
は
、
部
分
的
に
は
民
主
化
圧
力
に
起
因
し
て
い
る

ア
フ
リ
カ
の
内
戦
に
焦
点
が
あ
た
り
、
こ
れ
が
も
た
ら
し
て

い
る
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
個
々
の
国
家
の
機
能
不
全
、
破

綻
、さ
ら
に
は
、こ
う
し
た
国
家
へ
の「
介
入
」の
現
実
に
よ
っ

て
弱
体
化
し
つ
つ
あ
る
国
家
シ
ス
テ
ム
と
い
う
ア
フ
リ
カ
大

陸
の
政
治
秩
序
の
あ
り
方
が
大
き
く
問
い
直
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
ア
フ
リ
カ
の
内
戦
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
文
脈

に
お
け
る
政
治
経
済
と
深
く
結
び
つ
く
傾
向
を
み
せ
て
い
る

ほ
か
、
多
様
な
主
体
の
関
与
も
実
証
的
に
明
ら
か
に
さ
れ

て
き
て
い
る
。
と
く
に
第
三
版
に
論
文
を
寄
稿
し
て
い
る

レ
ノ
の
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
を
め
ぐ
る
一
連
の
作
業
（Reno 

1998

）
は
、「
影
の
国
家
」（shadow

 state

）
や「
軍
閥
政
治
」

（w
arlord politics, w

arlordism

）
と
い
っ
た
概
念
を
も
ち

こ
む
こ
と
を
通
じ
て
、
非
常
に
興
味
深
い
論
点
を
提
供
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
地
域
安
全
保
障
に
お
け
る
地
域
機
構
の
役
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割
や
、
援
助
の
問
題
に
関
し
て
も
、『
世
界
政
治
に
お
け
る

ア
フ
リ
カ
』
の
な
か
で
の
議
論
に
限
ら
ず
、
昨
今
さ
ま
ざ
ま

に
議
論
さ
れ
て
お
り
、
理
論
的
に
も
、
政
策
的
に
も
重
要
な

研
究
・
検
討
分
野
を
構
成
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

Ⅱ　

四
冊
目
の『
世
界
政
治
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
』

二
〇
〇
八
年
同
じ
編
者
ハ
ー
ブ
ソ
ン
と
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド

編
の
第
四
冊
目
の
『
世
界
政
治
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
』
が
出

版
さ
れ
た
こ
と
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
先
に
倣
い
、
ま

ず
は
こ
の
論
文
集
の
構
成
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ

う
。な
お
、こ
の
新
た
な
版
で
は
『
政
治
秩
序
を
改
革
す
る
』

（Reform
ing Political O

rder

）
と
い
う
副
題
が
つ
け
ら
れ

て
い
る
（
な
お
、
新
た
に
収
録
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
タ
イ
ト

ル
を
変
更
し
て
書
き
直
さ
れ
て
い
る
論
文
に
関
し
て
は
太
字

で
示
し
て
い
る
）。

１　

全
体
の
構
成
と
そ
の
特
長

第
一
部　

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

第
１
章　

ア
フ
リ
カ
ン
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
暗
示
―
―

近
年
の
進
歩
、
長
期
に
わ
た
る
挑
戦
（
ジ
ョ

ン
・
ハ
ー
ブ
ソ
ン
）

第
二
部　

歴
史
的
パ
ラ
メ
ー
タ

第
２
章　

植
民
地
主
義
の
遺
制
（
ク
ラ
フ
ォ
ー
ド
・
ヤ

ン
グ
）

第
３
章　

ア
フ
リ
カ
と
世
界
経
済
―
―
依
然
と
し
て
身

動
き
が
と
れ
な
い
の
か
（
ト
ー
マ
ス
・
カ
ラ

ヒ
ー
）

第
４
章　

ア
フ
リ
カ
と
他
の
文
明
―
―
征
服
と
征
服
へ

の
対
抗
（
ア
リ
・
マ
ズ
ル
イ
）

第
三
部　

ア
フ
リ
カ
の
国
家
と
国
家
シ
ス
テ
ム
―
―
再
創

造
と
復
興

第
５
章　

ア
フ
リ
カ
の
弱
い
国
家
に
お
け
る
民
主
化
を

約
束
す
る
（
ジ
ョ
ン
・
ハ
ー
ブ
ソ
ン
）

第
６
章　

権
威
を
求
め
て
―
―
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
市

民
社
会
と
権
利
基
盤
の
言
説
（
ア
イ
リ
・
マ

リ
・
ト
リ
ッ
プ
）

第
７
章　

エ
イ
ズ
危
機
―
―
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
国
際

関
係
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
ア
ラ
ン
・
ホ
ワ
イ
ト

サ
イ
ド
、
ア
ノ
キ
ー
・
パ
リ
キ
ー
）

第
８
章　

ア
フ
リ
カ
国
際
関
係
の
私
物
化
（
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
レ
ノ
）

第
９
章　

ア
フ
リ
カ
国
家
間
交
渉
と
秩
序
の
改
革

（
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ザ
ー
ト
マ
ン
）

第
四
部　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
関
係
―
―
関
与
、
競
争
、
責
任

第
10
章　

平
和
な
ア
フ
リ
カ
国
家
間
関
係
を
実
現
す
る

う
え
で
の
ア
メ
リ
カ
の
役
割
（
ド
ナ
ル
ド
・

ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
）

第
11
章　

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
テ
ロ
と
の
戦
い
（
プ
リ

ン
ス
ト
ン
・
Ｎ
・
ラ
イ
マ
ン
）

第
12
章　

成
熟
期
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
フ
リ
カ

関
係
（
ギ
ル
バ
ー
ト
・
カ
デ
ィ
ア
ガ
ラ
）

第
13
章　

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
中
国
の
関
与
―
―
射

程
、重
要
性
、影
響
（
デ
ニ
ス
・
Ｍ
・
タ
ル
）

第
14
章　

主
権
と
責
任
の
和
解
へ
向
け
て
―
―
国
際
的

人
道
活
動
の
基
礎
（
フ
ラ
ン
シ
ス
・
デ
ン
）

過
去
の
改
訂
に
な
ら
い
、
初
版
か
ら
第
三
版
ま
で
す
べ
て

の
版
で
収
録
さ
れ
て
い
た
、
ア
フ
リ
カ
の
歴
史
に
関
わ
る
第

二
部
の
三
本
の
論
文
は
、
第
四
版
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

一
部
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
形
で
部
分
的
な
改
訂
が
加
え
ら

れ
て
残
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
第
三
部
と
第
四
部

の
論
文
は
大
幅
な
入
れ
替
え
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
以
下

で
は
、
巻
頭
論
文
を
中
心
に
検
討
し
な
が
ら
、
本
版
に
現
れ

て
い
る
特
長
を
ま
と
め
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

編
者
の
ハ
ー
ブ
ソ
ン
は
従
来
か
ら
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
民

主
化
を
分
析
し
て
き
た
研
究
者
で
あ
る
が
、
第
五
章
と
第
六

章
は
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
「
弱
い
国
家
」
と
い
う
前
提
の

も
と
に
お
け
る
民
主
化
に
か
か
わ
る
問
題
領
域
を
改
め
て
確

認
す
る
と
同
時
に
、
第
一
四
章
に
お
け
る
デ
ン
の
議
論
と
の

連
関
の
な
か
で
、
民
主
化
と
国
家
の
強
化
と
い
う
第
三
版
で

提
起
し
た
問
題
意
識
を
継
続
し
て
論
じ
て
い
る
。
そ
の
意
味

で
は
、
係
属
し
て
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
国
家
の
問
題
が
、
そ

の
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
と
く
に
、
紛
争
や
民
主
化
な
ど
の
国
家
の
危
機
、
あ

る
い
は
政
治
変
動
が
、
国
家
の
再
構
築
に
つ
な
が
る
契
機

と
し
て
位
置
付
け
直
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
ア
フ
リ
カ
に

お
け
る
国
家
の
（
お
も
に
一
九
六
〇
年
代
の
政
治
独
立
と
対

置
さ
れ
た
）「
第
二
の
」
独
立
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
を
用
い

て
表
現
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
人
び
と
の
参
加
を
軸
と
し

た
政
治
体
制
（regim

es

）
の
変
革
を
通
じ
た
新
た
な
国
家

形
成
へ
の
期
待
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
「
新
家
産
主
義
」

（neopatrim
onialism

）
と
し
て
議
論
さ
れ
て
き
た
ア
フ
リ

カ
の
政
治
の
特
徴
の
変
革
の
可
能
性
を
み
よ
う
と
し
て
い

る
。
む
ろ
ん
、
レ
ノ
の
議
論
に
典
型
的
に
現
れ
る
よ
う
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
の
か
か
わ
り
の
な
か
で
国
際
関
係
が
「
私

物
化
」
さ
れ
る
と
い
う
汚
職
、
さ
ら
に
は
「
新
家
産
主
義
」

に
も
つ
な
が
り
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
長
期
に
わ
た
る
意
味

合
い
を
も
つ
現
象
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
も
言
及
し
て
い

る
。
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ま
た
、
新
し
い
テ
ー
マ
も
扱
わ
れ
て
い
る
。
第
七
章
で
扱

わ
れ
て
い
る
エ
イ
ズ
の
問
題
は
、
初
版
以
降
潜
在
的
な
問
題

と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
が
、
単
独
の
論
文
と
し
て
記
さ
れ

る
形
で
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
問
題
の
深
刻
さ
を
改
め
て

喚
起
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
ザ
ー
ト
マ
ン
に
よ
る
第
九

章
で
は
、
大
陸
レ
ベ
ル
の
地
域
機
構
と
し
て
大
き
く
組
織

替
え
が
行
わ
れ
た
ア
フ
リ
カ
連
合
（
Ａ
Ｕ
）、
そ
し
て
ア
フ

リ
カ
の
指
導
者
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
ア
フ
リ

カ
開
発
の
た
め
の
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ａ

Ｄ
）、
そ
し
て
そ
の
な
か
に
お
い
て
と
く
に
相
互
に
ガ
バ
ナ

ン
ス
を
監
視
す
る
目
的
で
設
立
さ
れ
た
ア
フ
リ
カ
ン
・
ピ
ア

レ
ヴ
ュ
ー
・
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｍ
）
な
ど
二
一
世
紀
初

頭
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
諸
国
主
導
の
試
み
が
批
判
的
に
取
り

扱
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
外
部
か
ら
の
関
与
と
し
て
、
九
・

一
一
に
端
を
発
す
る
ア
メ
リ
カ
の
対
ア
フ
リ
カ
政
策
（「
テ

ロ
と
の
戦
い
」
を
含
む
）
が
第
一
〇
、一
一
章
で
取
り
扱
わ

れ
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
関
係
が
第
一
二
章
で
扱
わ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
従
来
の
版
と
の
連
続
性
が
意
識
さ
れ
た
も

の
と
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
外
部
か
ら
の
関
与
と
い
う

点
で
大
き
な
注
目
点
と
し
て
浮
上
し
て
い
る
の
が
、
第
一
三

章
に
一
章
を
割
く
形
で
扱
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
カ
ラ
ヒ
ー
が

担
当
し
て
い
る
国
際
政
治
経
済
に
お
け
る
変
化
を
扱
っ
た

第
三
章
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
中
国
の
動
向

で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
と
の
関
係
に
お
け
る
「
中
国
も
の
」

は
、
こ
こ
一
、二
年
の
間
に
急
速
に
出
版
さ
れ
始
め
て
い

る
（A

lden 2007; A
lden et al. 2008; M

anji and M
arks 

2007; Guerrero and M
anji 2008; K

itissou 2008

）。
こ

れ
は
、
と
く
に
二
〇
〇
六
年
の
中
国
ア
フ
リ
カ
サ
ミ
ッ
ト
に

加
え
、
資
源
に
焦
点
を
あ
て
た
積
極
的
な
外
交
が
展
開
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
反
映
す
る
形
と
な
っ
て
お
り
、
現
実
的
な
問

題
関
心
と
整
合
す
る
も
の
と
い
え
る
。

２　

本
特
集
と
の
関
連

『
地
域
研
究
』
に
お
け
る
本
号
で
の
ア
フ
リ
カ
特
集
は
、

今
日
問
題
と
な
っ
て
い
る
ア
フ
リ
カ
地
域
の
問
題
を
内
な
る

文
脈
と
、
外
か
ら
の
視
点
の
交
差
す
る
中
に
描
こ
う
と
す
る

論
文
に
よ
っ
て
基
本
的
に
は
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味

で
は
、
外
と
の
関
連
を
よ
り
強
く
意
識
し
て
い
る
『
世
界
政

治
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
』
と
は
そ
の
ス
タ
ン
ス
を
異
に
は
し

て
い
る
。
本
号
に
寄
稿
さ
れ
た
諸
論
文
の
前
に
、
ア
フ
リ
カ

と
ア
フ
リ
カ
研
究
の
現
在
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
自
由
な

意
見
交
換
を
行
っ
た
座
談
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に

は
、
長
年
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
研
究
経
験
を
持
ち
、
さ
ま
ざ

ま
な
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
を
持
つ
研
究
者
が
近
年
考
え
て
い
る
問

題
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
テ
ー
マ
と
し
て
は
ア
フ
リ
カ
に
お

け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
レ
ベ
ル
の
変
容
か
ら
国
家
の
変
容
に

い
た
る
広
範
な
問
題
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
ア
フ
リ

カ
の
「
独
立
の
年
」
で
あ
る
一
九
六
〇
年
か
ら
約
半
世
紀
を

迎
え
よ
う
と
す
る
現
在
を
改
め
て
検
証
し
よ
う
と
す
る
川
端

論
文
が
、
長
期
の
視
点
に
立
っ
た
ア
フ
リ
カ
の
変
容
の
捉
え

方
を
示
し
て
い
る
。

内
な
る
視
座
と
し
て
は
、
現
在
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
残
さ

れ
た
紛
争
を
抱
え
る
ス
ー
ダ
ン
が
抱
え
る
問
題
に
関
し
、

一
九
八
九
年
以
降
の
動
向
を
丹
念
に
追
い
、「
移
行
期
」
の

課
題
に
包
括
的
な
分
析
を
加
え
た
栗
田
論
文
が
ま
ず
、
そ
の

問
題
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
選
挙
と
い

う
「
民
主
化
」＊

＊

の
手
続
き
と
の
兼
ね
合
い
で
発
生
し
た
、
ま

だ
記
憶
に
新
し
い
ケ
ニ
ア
に
お
け
る
選
挙
結
果
を
め
ぐ
る
暴

力
の
問
題
を
歴
史
的
な
視
点
を
交
え
て
検
証
し
た
津
田
論
文

と
、
現
在
も
継
続
し
て
問
題
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
「
失
敗

国
家
」
ジ
ン
バ
ブ
ウ
ェ
の
政
治
を
「
ク
レ
プ
ト
ク
ラ
シ
ー
」

と
い
う
視
点
か
ら
考
察
し
た
井
上
論
文
が
続
く
。
そ
し
て
、

あ
る
い
は
こ
う
し
た
問
題
を
含
む
「
民
主
化
」
の
過
程
で

（
特
に
「
分
権
化
」
と
の
連
関
で
）
注
目
さ
れ
る
「
伝
統
的
権

威
」の
政
治
的
意
味
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
る（
松
本
論
文
）。

し
た
が
っ
て
、「
内
な
る
視
座
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
論
文
は
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
「
民
主
化
」
を
批
判
的
に

検
証
す
る
と
い
う
方
向
が
さ
ま
ざ
ま
に
示
さ
れ
て
い
る
と
考

え
て
も
よ
い
。

内
な
る
視
座
に
続
く
、
外
か
ら
の
視
座
の
ほ
う
が
、『
世

界
政
治
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
』
四
版
と
の
関
連
は
深
い
。
本

特
集
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
る
ア
フ
リ
カ
と
国
際

社
会
の
関
係
を
そ
う
し
た
課
題
や
外
部
主
体
と
の
か
か
わ
り

に
お
い
て
考
察
を
加
え
て
い
る
。
武
内
論
文
は
、
ア
フ
リ
カ

に
お
け
る
紛
争
と
「
紛
争
後
」
へ
の
国
際
社
会
の
対
応
の
様

態
と
課
題
を
明
確
な
形
で
示
し
て
い
る
。
植
民
地
主
義
な
ど

歴
史
的
に
関
係
の
深
い
宗
主
国
の
ア
フ
リ
カ
政
策
の
現
在
に

つ
い
て
、
加
茂
論
文
は
サ
ル
コ
ジ
大
統
領
の
ダ
カ
ー
ル
で
の

演
説
の
分
析
を
通
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
政
策
の
現
在
を
解
き
明

か
そ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
『
世
界
政
治
に
お
け
る
ア
フ
リ

カ
』
四
版
で
も
新
た
に
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
中
国
か
ら

の
視
座
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
は
、
二
〇
〇
七
年
末
の
マ

ラ
ウ
ィ
の
承
認
変
更
問
題
（
台
湾
か
ら
中
国
へ
）
を
事
例
と

し
た
、
中
国
外
交
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
鮮
烈
な
形
で
示
さ
れ

る
（
川
島
論
文
）。
日
本
の
援
助
機
関
に
在
籍
し
、
実
務
経

験
を
持
つ
執
筆
者
が
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
分
権
化
政
策
を
め
ぐ
る

ド
ナ
ー
の
か
か
わ
り
を
現
地
政
権
の
思
惑
と
の
絡
み
を
描
い

て
い
る
（
笹
岡
論
文
）。
そ
し
て
、『
世
界
政
治
に
お
け
る
ア

フ
リ
カ
』
で
は
扱
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
日
本
と
の
関
係
を
広

く
考
察
し
た
片
岡
論
文
が
、
外
か
ら
の
視
座
の
セ
ク
シ
ョ
ン

を
締
め
く
く
る
。
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ま
た
、
本
特
集
号
の
ひ
と
つ
の
特
徴
と
な
る
と
思
わ
れ
る

の
が
、「
日
本
に
息
づ
く
ア
フ
リ
カ
」と
い
う
小
特
集
で
あ
る
。

多
く
の
人
が
経
験
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
国

内
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
多
く
の
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
「
滞
在

者
」「
居
住
者
」
が
い
る
。
こ
の
実
態
の
一
端
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
の
三
本
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
る
（
和
崎
論
文
、
川

田
論
文
、
若
林
論
文
）。
日
本
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
の
現
在

を
垣
間
見
る
た
め
に
格
好
の
論
文
群
で
あ
る
。

お
わ
り
に

ア
フ
リ
カ
で
生
じ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
は
、
決
し
て

現
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
も
い
わ
れ
る
世
界
と
隔
絶
し
た
と

こ
ろ
で
起
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
密
接
に
か
か

わ
り
あ
う
な
か
で
生
起
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
現
象
と
し
て

は
、
ア
フ
リ
カ
の
各
地
域
の
固
有
性
と
で
も
呼
べ
る
よ
う
な

地
域
的
特
性
を
絡
め
と
り
な
が
ら
事
態
は
展
開
し
て
い
る
わ

け
で
は
あ
る
が
、「
現
代
的
」
な
文
脈
で
生
起
し
て
い
る
現

象
の
「
共
時
性
」
を
十
分
に
意
識
し
て
理
解
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、
い
く
つ
か
の
機
会
に
述

べ
て
き
た
。
と
く
に
国
際
政
治
の
議
論
で
は
、
と
き
に
前
近

代
、
近
代
、
ポ
ス
ト
近
代
と
分
類
さ
れ
た
国
家
群
が
提
起
さ

れ
、
ア
フ
リ
カ
は
、
前
近
代
、
あ
る
い
は
混
沌
圏
と
い
っ
た

範
疇
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
お
そ
ら
く
、

政
策
的
な
観
点
か
ら
世
界
を
監
視
し
、
管
理
し
、
超
大
国
主

導
の
国
際
秩
序
を
実
現
す
る
た
め
の
対
象
の
把
握
の
う
え

で
、
こ
う
し
た
分
類
は
一
定
の
便
宜
性
を
も
つ
も
の
で
は
あ

る
に
せ
よ
、
ア
フ
リ
カ
研
究
の
立
場
か
ら
は
大
い
な
る
違
和

感
を
も
た
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
率
直
な
と
こ
ろ

で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
特
集
で
扱
わ
れ
る
問
題
や
そ
の
評
価
な
ど
を
通
じ
て
、

改
め
て
ア
フ
リ
カ
の
現
在
と
現
代
世
界
の
つ
な
が
り
が
確
認

で
き
れ
ば
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
そ
の
ね
ら
い
の
一
部
は
達
成

で
き
た
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

◉
注

＊
１　

な
お
、
編
集
者
の
一
人
で
あ
っ
た
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
は

二
〇
〇
七
年
に
逝
去
し
て
い
る
。

＊
２　

ザ
ー
ト
マ
ン
の
論
文
だ
け
は
第
2
版
ま
で
の
論
文
に
手
を

入
れ
た
論
文
で
あ
る
。

＊
３　

こ
の
版
の
キ
ー
概
念
で
あ
る
激
動
（flux

）
は
結
果
的
に
、

衰
退
（decay

）
を
も
た
ら
し
う
る
と
す
る
見
解
の
な
か
に
も

こ
う
し
た
考
え
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

＊
４　

括
弧
つ
き
の「
民
主
化
」概
念
に
つ
い
て
は
、遠
藤（2005

）

を
参
照
の
こ
と
。
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